
中小法人、 NPO 法人、 個人事業者が対象の 「事業復活支援金」。

申請が始まりました。 コロナ禍からの回復 ・ 復活の力になります !

★ 1 面も２面も 「2022 年度事業」 を支援する 「助成金特集」 ！ 第 48 号

 　まず１面では、1 月末日から申請受付けが始まって

いる「事業復活支援金」をご紹介します。昨年ご紹介

した「持続化給付金」とよく似た趣旨の助成金でその

名もズバリ「事業復活支援金」。下のオレンジ色のパ

ンフレットにあるように、コロナの影響を受けた事業

の継続・回復を支援してくれる中小法人、個人事業者、

フリーランス、ＮＰＯ法人のための支援金です！

申請期間 5 月 31 日まで。 中小法人上限 250 万円、
個人事業者上限５０万円が売上減少に応じて給付 !

2022 年 ( 令和 4 年） 2 月 28 日発行

■上のパンフレットは「事業復活支援金事務局」のホームページからダウンロ

ードできます➡ https://jigyou-fukkatsu.go.jp 他の資料もあります。　　　　　

・まず以下の２つのポイントを満たさないと「給付対象」
になりません。①新型コロナウイルス感染症の影響を受
けた事業者。②「2021 年 11 月～ 2022 年 3月」の「い
ずれかの月の売上高」が「2018 年 11月～ 2021 年 3月」

■「伊達市商工会」「保原町商工会」の会員になっている事業者がこの支援金を申請する

際は、事前確認の簡略化や提出書類が少なくなったりのメリットがあるようです！

までの間の任意の同じ月の売上高と比較して「50％以
上」または「30％以上 50％未満減少」した事業者。こ
の２つの条件を満たしていれば給付対象となります。

・「復活支援金」の給付を受けるには、無論「売上減」
を示す「売上台帳」や「確定申告書類」、「取引金融機関
の通帳」等、「申請に必要な書類」の事前準備が重要で
すが、今回は「登録確認機関」による「事前確認」制度
を導入して間違いのない円滑な申請も目指しています。
事務局に聞いたところ、伊達市の場合は「伊達市商工会」
「保原町商工会」もこの「登録確認機関」になっている
とのことですから、事前相談してみてはどうでしょうか。

℡024-563-6970　　
伊達市梁川町青葉町１番地　　
〒960-0756

「給付対象」 になる法人や個人は申請前に書類を
準備し 「登録確認機関」 に連絡し 「事前確認」 を。



「2 つの助成金」 が現在申請受付中 !　子ども支援の 「ドコモ市民
活動団体助成」 と、 地域福祉支援の NHK 「わかば基金」 です ！

・２月～３月という年度更新時期に、必ず申請受付中と
なるのが、上記の、ドコモと NHK ２つの助成金です。
本誌も、ほぼ毎年度取り上げています。というのも、ど
ちらも、どんな活動の申請を待っているかわかりやすい
からです。例えばドコモの「子ども支援」は下記案内に
もある通り２つのテーマを設定しています。①健全育成
支援②経済困難支援です。これでどちらのテーマで申請
するべきかが、即座にわかります。
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電話　　０２４- ５６３- ６９７０　　FAX  024-563-6971   開館 ： 月曜から金曜、 土 ・ 日 ・ 祝休館

伊達市役所梁川総合支所庁舎３階

　　今回リポートした助成金に限らず , 申請書類作成段階までサポートします ！ お気軽にご相談ください ！ 

　　　　　　　　　伊　達　市　市　民　活　動　支　援　セ　ン　タ　ー　

・「支援センター」には、今回リポートした助成金以外にも「助成金情報」が

連日着信していますが、そのすべてをリポートすることはできません。ぜひ「こ

んな活動への助成金がないか」と、遠慮なくお問い合わせください。また「助

成金情報」をお知らせするにとどめず「具体的な申請手続きをどうしたらいい

か」までサポートいたします。各種助成金の研究・検討・申請をお考えの団体

さんは遠慮なく支援センターまでご相談ください。いつでも対応いたします。

開館時間■午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　但し木曜日は午後 7 時まで開館

・NHK の「わかば基金」も同様です。下の写真は「わ
かば基金」」HP からダウンロードした「募集要項」の
表紙ですが、ここに大きく「支援金部門」「リサイクル
パソコン部門」「災害復興支援部門」の「３部門」どれ
かに申請してくださいと書いてあります。部門別のテー
マが明快に分かれており申請しやすいです。さらに、ど
ちらのHPも、解説が分かりやすく親切なのが助かりま
す。どちらもまずHPにアクセスしてみてください。
■ドコモのHP➡ https://www.mcfund.or.jp/
■わかば基金のHP➡ https://www.npwo.or.jp
・申請締切ドコモ 3月 31日「わかば基金」3月 30日。

ドコモが 2022 年度で第 20 回、 NHK が第３４回。
毎年度市民団体活動を支えてくれる助成金です。

主　催

第34回

地域福祉を支援する

「わかば基金」

「わかば基金」は、地域に根ざした福祉活動を展開しているグループが、 
活動の幅を広げるための支援をしています。 
これまでに、887グループに「支援金」や「リサイクルパソコン」を贈呈してきました。 
また、自然災害の被災地で福祉活動を展開しているグループを応援する部門もあります。 
福祉にとって厳しい時代だからこそ、 
「わかば基金」は地域に芽吹いた活動をもっと応援していきます。 
多くのグループからの申し込みをお待ちしています。
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３つの方法で、ボランティアグループや
NPOの活動を応援します
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協　力 ＮＨＫ関連団体　ＮＰＯ法人 イー・エルダー 

2022年度 募集要項


